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体育教員における授業構想の思考プロセスの可視化に関する研究
―附口学校赴任1年目のベテラン教師に着目して一
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Ab.trrct

In this study, we targeted physical educalion teachers in the first year at affiliafed schools and focused

on the process of creating lesson plans which followed a class concept. In order to clarif the thinking
process at the time of planning lessons, we analyzed their points of modificetion and intention when they
were modified.

The results showed that thinking at the sbge of tackling to understand research at the attached schools

has been developed as a major fameworlg and theu thinking of imaging leaming activities based on the

mdustanding of the research has been developed. At tlr stage of tackling to understand the research

cont€nt, whfl they were examining the individual rcsearch content, $e thinking of contert of the lesson

and the possibility of implementing it to achtal lessons has been devel@. Theq d the stage of having

the image of leaming activities based on the understanding of the researcll they advanced their thinking
with indiyidual research being linked, which has been rcflectod itr the leaming content and leaming

activities.
Furthermore, by considering the le*sorc through tlrc rcsearcll it was shown that they might possibly

have reviewed the essence of the ptrysical education that was captured by the experience of their class

pfactice,

キーワード:授業構想.思考プロセス,mサ イクル

I :まじめに

一般に,熟練した教師は,深い授業構想のもと授

業実践を行い,授業の振 り返りに基づいて授業改善

を行つている。いわゆる,「授業構想 CPlall)」 →「授

業展開 (Dop」 →「授業省察 (0口0」 →「再デザ

イン (授業改善 :Action)」 の PDCAサイクルに基

づいた授業実践である。

中央教育審議会は,平成24年 8月 28日 の第82回総

会における,「教職生活の全体を通 した教員の資質

能力の総合的な向上方策について (答申)」 の取 り

まとめで,

ホ
静岡大学教育学部保健体育講座

・・附属浜松小学校

妻麟生活塗夕を層 ιζ 実鰤切霧勁 を高めると

ともに 社会の意起な進展のψ● 動 軒 技能の

勝えぎる物 要であることから,教費ガ探求

力を持 ち′学硼 配 移 残 敷 場 ること力`不可々で

ぁる rryぁ絆ゲるJ賢衡 の雄ガ

と示している。この,学び続ける教員像のひとつと

して,PDCAサイクルに基づいた授業実践を行うこ

とのできる自立した教師が求められているのであ

る。Haan(1975)は ,問題解決の姿勢について「あ

なたがしなければならないことを知っている必要は

ない。むしろ毎回自分自身でしなければならないこ

とを見つけなければならないという事実を受け入れ

ることを学ばなければならない」と述べている。こ
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のことは,省察を通してその経験から学ぶスキルを

獲得していくことであり,学び続ける力をもつこと,

すなわち成長 し続けることの重要性を示しているも

のと言える。

しかしながら,PDCAサイクルでの授業実践の重

要性は常々叫ばれてはいるものの,そのサイクルの

中で何をどのように行えばよいのか,と いうことは

あまり示されていない。また,初任者や経験の浅い

着手教員にしてみれば,こ のサイクルを身に付けて

いくためには,何を学んでいけばよいのかとぃうこ

とがあいまいなままなのである。

これらの問題を浮き立たせる要因として,授業経

験が豊富な教員ほど,授業展開から授業省察そして

再デザインの過程は,個々の教員の経験の中に埋め

込められており,それらが可視化されることがほと

んど無いことがあげられる。そのため,この可樹 ヒ

されていない部分の掘り起こしをいかに行い,それ

をどのようにして実行性のあるものにするのかとい

うことの重要性が問われるのである。

これらを解決していく手立ての 1つ として,筆者

らは,授業 リフレクションを可視化する方法につい

て提案している (新保ほか,2015)。 自然科学の方

法論の一つである「仮脱演繹法」の思考プロセスと

授業実践の思考プロセスを類比的に捉えることによ

って,授業 リフレクションを可視化するとともに,

それが授業 ソフレクションシー トとして活用しうる

というものである。この授業リフレクシヨンシー ト

を 1時間 1時間残すとき,これらの「総体」が r個

々の教員の中に埋め込められた実践の知」を「可視

化Jしたものになりうるだろうとしている。

図 1は,授業実践におけるPDCAサイクルを表し

たものである。このサイクルは,単元全体を捉えた

大きなサイクルと,授業 1時間を提えたサイクルを

意味することができる。図 2は,鈴木 (2015)が 示

した2つの PDCAサイクルに修正を加えたものであ

る。筆者らが,提案している授業リフレクションシ

ー トの活用は,ま さに授業 1時間の PDCAサイクル

を連続させていくものと捉えることができる。

授業 1時間 1時理のリフレクションが行われてい

く前提として,単元を通しての授業構想がある。授

業構想に基づいて毎時間の振り返りが行われ次の授

業の改善へとつながれていくと考えられるからであ

る。この授業構想は単元をスタ■ 卜させていく以前

に,授業計画として検討される。特に研究授業など

授業を公開する際に提示される学習指導案は,ひと

つの完成された授業構想と言えよう。一般に,授業

構想を進めていく作業は,それぞれの教師の思考の

中で行われる。これを学習指導案として表すことに

よつて,指導の意図を伝達して授業を公開していく。

しかし,最終的に示された学習指導案は,いわゆる

完成形であり,そこに至るまでのプロセスまでは示

されていない。しかし,授業構想は,幾度となく検

討され,修正されて形づくられてきているはずであ

る
`そ

の分厚い構想で単元全体を見通されているか

らこそ,各 1時間ごとの授業内での PDCAサイクル

を構成していくことが可能になつていくものと考え

られる。授業構想において,単元を見通すというこ

とは,授業の 1時間 1時間の実践を振り返らてぃく

際の観点が含まれているものと考えられるからであ

る。その観点で授業の省察が展開され,授業改善ヘ

と導かれるものと言えよう。これらのことから,単
元をスター トさせるまでに至つた授業構想は,幾度

となく書き換えられてきているものであり,その過

程に着目することで,授業を構想していく際の思考

プロセスを可視化できるものと考えられる。

本研究では,授業構想時における思考のプロセス

を明らかにすることを目的とした。すなわち,授業

構想時における思考プロセスとしての「個々の教員

の経験の中に埋め込まれた実践の知Jを明らかにし

てみようというものである:換言すれば,授業構想
としての学習指導案の作成過程に着目し,指導案の

修正がどのように行われていくのかを分析すること

く授業後>

Check― 価

授業構想 側b)‐授業実践 ∝じ →授業省察 C臨鋤

Lげザィン綬業改善:な燎浦」
日1 授業のPD“サイクル

く授業前> く授業中>

図2 2つのPDCAサイクル

Check -----'> Action

Plan

%
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を通して,授業構想時の思考プロセスを明らかにし

ようとした。

■ 方法

(1)対彙の設定

S大学教育学部附属 H小学校に勤務し, 2年生を

担当する男性教論 1名 (M教識)を対象とした。な

お,こ の教諭は,43歳で教職経験午数21年のベテラ

ン教師である。これまでの授業実践において,研究

部会等で積極的に実践発表に取り組んできており,

県の研究集会では,地区の代表として発表するとと

もに,全国大会への発表者に選ばれたこともある教

師である。

しかしながら,今年度から附属小学校へ赴任 した

教師であつたため,まず附属小学校の研究について

の理解を進めることが必要であつた。そのため,研
究内容の理解を進めると同時に授業の構築に反映さ

せながら検討 していくということが推し進められて

いく必要のある状況にあつた。すなわち,体育科の

授業構想を展開することのみならず,研究内容とい

うフィルターを通して,体育科での具現に向けての

授業構想に取り組むということである。これらのこ

とをふまえて,授業構想段階における思考プロセス

について検討 していくこととした。

(2)調査時期及び■査方法

①学習指導案の収集

本研究では,授業計画段階における授業構想の際

の思考プロセスを検討することが目的であることか

ら,学習指導案を収集することとした。

研究授業に向けての授業構想を学習指導案として

表していく際,次の修正を行う時に上書きをせずに,

その都度前のパージョンを残していく形で依頼をし

た。この作業は,平成27年 5月 上旬～ 6月 下旬にか

けて実施された。

その結果,大きな枠組みとしての修正が 7回実施

され 8回分の学習指導案を収集することができた。

その 8回分の学習指導案の内容を分析の対象とする

こととした。

②中習指導案修正の意日についての調査

学習指導案修正の意図についてのインタビュニ調

査を平成27年 8月 5日 に実施した。

修正が実施された8回分の学習指導案の内容を読

み取り,内容を書き換えたり修正したりしている部

分に着日し,なぜ修正したのか,その意図をインタ

ビュー形式で質問し,回答してもらった。

(3)分析方法

学習指導案の修正箇所とその修正意図をエピソー

ド的に示し,考察をカロえてぃくことから思考の流れ

を提えようとした。

なお,こ のまとめに関しては,教員養成系の大学

で,体育科教育に関する講義を担当する教員 2名 に

おいて,その妥当性を検証した。

E結 果ならびに考察

(1)研究内容を理解する段階

附属 H小学校では,「未来を拓き,生きる子ども」

という主題のもと,「豊かな学びの実現をめざした

カリキュラムの創造Jと いう研究課題を設定し,授
業研究に取り組んできている。豊かな学びを生み出

して行くために,以下に示す 3つの資質を高めてい

くことの必要性を提えている。

○自律性

事象に自らかかわり,責任をもつて課題を

解決しようとする

O関係性

仲間の存在や考えを認め合 うよさを感 じ,

かかわり合おうとする

O有能さ

自分のよさや可能性に気づき,満足感や 自

1-―

―
曼――――一一二―――____」

また,3つの資質を高めるために身に付けなくては

いけない4つの力を次のように示している。

1   0感 じる力  ○見通す力      |
|___…≦凛華狂ti菱 _…Q表■■う」■ _… ……_:

そして, 3つの資質と4つの力を発揮させるため

の方策を検討し,研究を進めている。

M教 論は,今年度附属小学校へ赴任してきたこ

とから,これらの研究内容を理解することを含めて

授業の構築に取り組んでいくことが必要であつた。

M教論は, 2年生「いきものワール ドで楽しもう

(多様な動きをつくる運動遊び)Jと いう単元を扱

つての授業構想に取り組んだ。

単元デザインを,以下に示す項目にそつて検討し

ていくことで構築しようとしていた。

1体育科の豊かな学び

2本単元における文化価値

3 3つの資質を発揮させるために

44つ の力を発揮させるために

5本単元における豊かな学び

6本単元での文化価値を獲得した子どもの姿

7本単元

単元プラン(子 どもの実態・教師の意図や

ねらい 。方策・
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についての検討が展開され,その部分での修正が多

く行われていた。その部分の修正と修正意図につい

て示しながら考察を加えていくこととした。

①単元における文化価値

表 1は ,「本単元における文化価値」の修正内容

とその意図を示したものである:

1回 日の記述では,体つくり運動のねらいである,

心地よさを味わう,と いう本来のねらいをおさえて

いた。これを修正するにあたり,研究主題である「豊

かな学びJと の関連を検討していることがうかがわ

れた。体育科における豊かな学びとはどのようなも

ので,豊かな学びをしていくことによつて,何につ

ながつていくのかということを検討していくことか

ら,心地よさを味わうだけでなく,どんな動きを獲

得するのか,獲得した動きをどう活用していくのか

ということについて考えを進めていたことが分か

る。このように検討していくことによつて,そ もそ

ものねらいである心地よさを味わうということはど

のようなものなのかということも検討し直すことに

つながつていたことが読み取られた。
'

しかし, どのような動きを獲得することがよいの

か,獲得した動きがどこでどのように活用されてい

けばよいのか, というところで大きく悩んでおり,

同僚の先生方にア ドバイスをもらおうとしていた。

そして,心地よさを感じることなのか,おもしろさ

を感じることなのか, というところで播れ動いてい

たようである。

以上のことから,単元を構想していく際に,一般

的には体育科という教科としての本質からねらいを

おさえて検討を進めていくところに,附属学校とし

ての研究内容を理解することに基づいて体育科とし

て具現していくところの難しさが感じられた」

②3つの資贅

7)「 自律性Jの修正について

自律性とは,事象に自らかかわり,責任をもつて

課題を解決しようとするものである。表 2は , 3つ
の資質 r自 律性Jの修正内容とその意歯を示したも

のである。

はじめは,生き物の動きをまねしていく活動を通

して,自 然と体のいろいろな部位を動かす運動にし

ていこうとしていた。そして,「 自律性」とは,ど
んなことなのかを検討し,教師側から与える課題だ

けでなく,その活動に取り組むことによって,子ど

表1「本単元における文化価値Jの俸正内喜とその意国(いきものワールドで楽しもう)

′L・tよ さを味わうつていうのは,体宙の中でぃちばんねらい的にはいいかなあと,体つくら運動なので,心地よさと
|

いうのは体つくり運動の教科の主眼となっていると思うのですが,そ うではなくて,2番目のおもしろレ勁 きをして 1

いくっていうのは,本校の付加輸臨 豊かな学びをすることで,どういったものにつながらてぃくのか,まあ,生涯 :

学習につながつていくというのがいちばん大きい目玉だと思うんですけど,特にその日常

―

を体育― l

した遊びをどう取り入れる力、ということが大事になるんですけど,その中で動きということが,獲得してそれをこ |

う日常に生力す のですから,心地よきだけじゃあ,日 常に生力せ ないわけですよれ 動き― して,その動きを日 :

常と力嘔動の中で使つていくことが,自分の中で変換したのかな槻                      :

いちばん大事なのは,体つくり運動の主眼であるこ蠅よき,仲間といつしよに動きを楽しんで,というようなことと

か,自分が運動したことでどういう成果が得られるのか,その本当の心地よさをあじわうことで,他の活動に向いて

いくという,その主体憮こ関わつてくることだと思うんですけどれ まあ,そこを大切にしたいということと,あと,

もう本当に動き,その動きを日常生活に活用するかどう力、いろんな先生に開けば聞くほど,動きなの力、内面じゃ

ないかと力、いろいろ考えられていらつしゃつて,自分の中でどつちなんだろうと,決定できなかったのが,書きぶ

りの違いかなあと思いま丸

でよい動きを体感し,心地よさを味わう。

IIO釦 目の学目― >
体つくり運動 じ様な動きをつくる運動則 で自分の動きとそれまでの動きの違いがわかる。

おもしろし勁 きをすることで

I10御 目中 ― >
多様な動きをし,心地よさを感じる。

修正0く個 目の学習指導案>
多様毅動きをし,おもしろさを醸じる。

96



体育教員における授業構想の思考プロセスの可視化に関する研究

く1回 目孵 ―
>

生き物の動きができる場を複数箇所設定する。その生き物の動きをまねながら,その場をクリアーする楽しみを見出させる。

すると,その生き物が進む (動く)ために使っている体の部位を自分のものとしてとらえるようになり,自ずとその部位をよ

りよく動力そ うとす

修IOく 2回目の学習指導案>
子どもたちは,動物や生き物が好きだtまた,運動がよりよくできるようになりたいという潜在欲求をもつている。その運動

意欲をかき立てるために,「いきものワーノンド」を行うことを伝える。その場では,生き物の動きをするプーンが複数箇所骰定

されている。それぞれの生き物の動きをまねながらその場をクリアーする楽しみを見出させる。すると,その生き物が進む 働

く)ために使っている体の部位が自分の体と重なり,自ずとその部位をよりよく動かそうとする。その後,それぞれのゾーン

をクリアーした段階で,動き方や器具の組み合わせなどの二夫をし,自分たちが考えた動きや遊びを取り入れた「2の 2いき

ものワール ド」を開こうと投げ掛ける。この新しい遊びをつくっていくこと

修正CK3回目の学留相電案>
子どもが興味 。関心をもつて体を動かし,動きのイメージをもてるように生き物の動きをしてみようと投げ掛ける。この活動

では,生き物の動きをするゾーンが複数箇所設定されている。それぞれの生き物の動きをイメージし,動くと,「どのように動

けばおもしろいの力、」や「こうすればもつとおもしろそう亀 」などの思いを浮力べ ることが予想される。その後,子どもた

ちは,それぞれの場で,動き方や器具の組み合わせなどの工夫をし,「もつと,こんなふうに動いてみたし、Jなど自分たちが

考えた動き方や遊び方を取り入れようとする。新しい動き方や遊び方をつくつていくこと

表2 3つの資質「自律性」の修正内容とその意日(いきものワールドで楽しもう)

|「自律伽 というと,課題を自ら見つけてその運動の魅力を感じたりとれ 単元の教材について興味や魅力を感じる,

|と
いうのがいちばん大事なので,興味や魅力を感じるのは何かということを考えると,やはり1番最初動くだけ,自

1分が与えている課題だけだつたんだけど,子どもたちが,ど ういうものに興味を持ったりとヽ 関心を高めたりする

1か
つていうことで, 2番や 3番のところで子どもの意識の内面に具体的にかえつていくような書き方にしていくよう

:に考えて変更していきました

表3 3つの資質「関係性Jの修正内害とその意図(いきものワールドで楽しもう)

結局,いちばん最初はどうすればグ′レープでの動き,その個人個人やつぱリパラバラだと思うんですよれ その関係

性を身に付けるための手立てっていうので,ど ういうような動きをするのかなあ,って考えた具体が,例えば新しく

動きをつくると力、 場を設定するつていうというようなことは二人じやなかな力薄 えつかないし,協力性がないとな

かな力っ いていけないもんだから, 2番や 3番つていうような流れになってし`るの力燎 あ,特に3番については 子

どもたちがどういうふうに考えるか,発言などを取り入れて子どもの心っていうか,内面にかえるような働きかけを

していこうかなあということから,子ともの考えから出発しているのかなあ, というのが3乱

く1回目罐 ―
>

4～ 5人のグループ内で動きづくりに力渤 わヽつて二いに助言したり評価したりし合う

修正①く2回目の学目指導案>
「いきものワール ドJを楽しんでいく中で,動き方や遊び方について疑問や課題がわいてくると考えられる。そこで,おもし

ろい動きができているかをグループで見合って判断させ,ク リアーする基準を話し合つていく。また,新しく動きをつくつた

り,遊びを工夫したりする活動では, 4～ 5人のグループ内で動きづくりにか力わ って互いに助言したり,評価したりし合 う

状況を作る。互いの思いを伝えながらおもしろレ勁 きや遊びになるようにさせていく

修正②く3回目の学目指導案>
優しい動き方から出発し,「いきものワールドJを楽しんでいく中で動きかたや遊び方にっいて疑間や課題がわいてくると考え

られる。そこで,おもしろい動きができているかをグループで見合つて判断きt観 点を話し合つていく。さらに,「もつとお

もしろい遊びをしてみたし、Jなどの思いをもつ子が出てくる。器具を組み合わせるように伝えることヽ どのような器具を使

るようにさせていく。

″
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表4 3つの資質『有籠さ」の修正内書とその意目(いきものワールドで楽しもう)

そうですねえ, 1回日から2回日の変化についてじ やつばり動きが変わつて変容して,それが自分で高まったと実

感できれば,生滋スポーツつていう,そ ういつたところにつながつていく流れを具体化したんですけど,シール鮎る

っていうようなところが子どもたちにとつては,今日はたくさんシ‐M貼れたねだけでは,なんかちょっとがんばっ

た,今日はきのうよりがんばつたぞつていう変容が分かるつていうのヽ それを具体的にしたという。2番目のとこ

ろに書いてあつて3番目のところにないのが,タブレット端末つていうのがあると思うんですが,これどうしようか

つていうことで,タプレット端末,子どもたちに使えるかどうかつていうことと,その時期にタブレット端末がある

かどうかということが大事だつたの(授 業を実践する中でタプレット端床必要ないのかなれ 動面ぐらいし力も ヽ

てないですけど,端末じゃなくてもビデオでできそうなものはビデオでできそう力織 あつて,tタ プレット蟷末あ

るなしつてことですよねもそれヽ ちようと書き方を変えて,あとおもしろV喘きっていうのが必ず入つているんで

すけども,自分が動いておもしろかったのを友だちに伝えるとか自分がもつと具体化した前までこうやって考えてい

たのをおもしろいと思つたんだけど,ち ょつと変わつてきたよつていうのを考えさせるためにおもしろい動きつてい

うことでそこが有能きにつながるの力織あということ観

もの内面への働きかけが行われ,自分たちの中から

課題が生み出され,活動を生み出していくことがで

きるようにしていくことが必要であると提えるよう

になつた。 1回 日の修正では,r自 律性」に関して

のとらえを検討することから,どんな活動でどのよ

うに発揮されるのかを具体的に示そうとしているよ

うな修正が見られた。

そして,そのような活動を仕組んでいくことによ

つて,子どもたちの内面にどんな意識を持たせてい

けばよいの力、 ということを加えて1ヽ くことによつ

て,自律性を発揮することについて整理していつた

ことが読み取られた。

イ)『関係性Jの修正について

BU係性とは,仲間の存在や考えを認め合うよさを

感じ,かかわり合おうとすることである。表 3は ,

3つの資質「関係性」の修正内容とその意図を示し

たものである。

はじめは,グループ内で助書したり評価したりす

る状況を作るという,‐般的な内容が示されていた。

ここから,「関係性」とは,子 どもたちがどのよう

な関わり方をしていくことで身に付いていくのか,

ということを検討していた。このことを受けて, 1

回目の修正では,活動内容を具体的にしてみようと

していたことがうかがわれた。そして,そのような

活動を仕組んでいくことで,子どもたちがどのよう

に考えるか, という内面に目を向けていくことで,

関係性を身につけていくための場や手立てを整理し

ようとしていたことが読み取られた。

ウ)「有籠さJの修正について

有鮨さとは,自分のよさや可能性に気づき,満足

感や自己肯定感を得ることである。表4は, 3つの

資質「有能さ」の修正内容とその意図を示したもの

である。

有能さを発揮させる部分では,まず大まかに仲間

の評価や動画の確認などを行うことで,自 分の動き

の高まりを感じていくことができるように考えてい

た。そして,仲間の評価の仕方,動画での確認の仕

方を具体的に検討し,子どもたちに可能かどうかと

いうことを続 していた。

それらの活動によって,自 分たちの動きの高まり

く1回目の学薔指導串>

自分の現在の動きを知るために仲間の評価やタプレット端末での動画での確認などを行う。その後,自分の動きの高まりを感

修■(×2回目の学口指導案>
自分の現在の動きを知るために仲間の評価を受けたり,タブレット端末で動画の確認を行つたりする。その後,カードを使つ

て自分がよりよくなった動きにシールを貼つていく。その際,自分だけでなく,グループの伸間に見てもらつて,できたと判

定されたら,シールを貼つてもらうようにする。さらに,自分たちで考えたおもしろし慟 きや遊びを紹介し合い,仲間に体験

してもらうことで のよさをあらためて感じさせていく

朦 3日目の学籠 >
自分の前の動きと今の動きを動繭や相互評価を通して比較させることt動 きの変容を― きるようにする。その後,カー

ドを使つて自分がクリアーできた動きにシ‐ルを貼つていく。さらに,他グループの伸間に体験してもらうことで,自分たち

で考えたおもしろい動きや遊び方を紹介し合うことヽ 自分たちが作つた動き方や遊び方のよさをあらためて感じられるよう
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を感 じることができたならば,そこにとどまらず ,

仲間に紹介していくことで,も う一段高めることが

可能であるというように考えていた。

工)『 3つの資費Jに目する内容の修正について

3つの資質の内容の検討に関わつて,は じめは,

これまでの経験に基づいて,体育科という教科の本

質をとらえた内容を示していた。次に,研究内容と

しての 3つの資質についての検討をカロえ,具体的な

学習活動をイメージするという内容に書き換えられ

ていることが見られた。このことにより,修正を加

えるごとに,内容が具体的に示されるとともに子ど

もの内面にどのような意識が生み出されるのかとい

うことの検討がカロわるような思考がされていること

が見出された。しかし,それぞれの資質についての

内容は変化していくもののその内容が連係されてい

くことが分かるような内容は見受けられなかった。

04つのカ

ア)「感じる力Jの修正について

表 5は, 4つの力「感じる力」の修正内容とその

意図を示したものである。

まず 1回 目の記述では,生き物特有の動きを感じ

取り,動きのよさや体を動かす心地よさを味わう,

と示 し,「感 じる力」の枠組みを形成 していること

がわかる。次に,感 じるということはどういうこと

なのかを検討 し,本単元においてはどのように発揮

されていくことが望ましいのかということを考えて

いた。そして, 1回 目の修正では,具体的な活動内

容に落とし込んでいた。次に,その活動を展開する

にあたって,子 どもたちがどのように感じるのか,

ということを検討にカロえていくことによつて, 2回
目の修正では,何を考えさせるのか,そ こから何を

実感させるのか, というように,子 どもの意識の変

容をとらえるようになっていたことがわかる。

表5 4つの力「感じる力Jの修正内容とその意図(いきものワールドで楽しもう)

く1回日の中習指導案>
生き物特有の動きや特徴を視覚・感覚などで感じ取り,その動きのよさや体を動か,心地よさを味わう。

感じるというのは,生き物と同じような動きをしてみたり,まねじゃなくてもう少し自分の体をたくさん動力す と生

き物に近づくつていうことを実感させたり感じさせたりするということが,大事かなあと思っているので,そ ういっ

た部分でイメー 4ヽとするつていう, 3番目のところに書いているんですけど,そ ういうようなことと,ク リアするつ

ていう自分の感じるつていうれ 生き物の動きに近づいたつていう感じ方が変わっていけばいい力織 と思つていま丸

そういうふうに変わつてきたのかなあと思いま丸 組み合わせつていうふうに熱 てヽあるんですけども,そこもどう

いうふうに遊べばいいのかなつていうことを,で,自分の動きつていうことよりも動きが深まるかどうかを感じ,自

分の学習が深まってれば感じる力が高まるつて感じる,なんですけども,本校だと,深まりが感じられるのかなって

いうことで,組み合わせつていう言葉を入れているのかなあと思いま丸

修コ欲 2回目の学冒躊 >
出会いの場面では,生き物特有の動きや特徴を見たり

|

ることで,そのゾーンをクリアーできることを知らせ
|

てみたレ、Jなどの思いをもたせたし、

果藤に動いてみることで

興味を高める。その後,

,また,いくつ力つ動きや遊びを組み合わせ

「～ゾァンをクリアーしたし、」や「～をやっ

まあ,その通りですれ 感じ方は教師が感じることではないんで,子どもがどう感じるかつていうことでイメージし

ていつたということと力、 自分の実感をともなって動いているつていうということが大事で,子どもの言葉に近づけ

たかなあっていうふうに思いま丸

修正②K3ロロの学目指導案>
生き物の動き方のイメージをもち,おもしろtもきになるように考えることで,自分の動きが高まったという実感をもたせた

し、 そのためには,はじめは実際に感じたまま動いてみることで体を動力す 楽しみを味わわせる。また,いくつ力つ 動きを組

み合わせて遊ぶことoそ のノーンをクリアーできることを知らせ,興味を高める。その後,はじめの動きに比べてできるよ

うになったことを実感させる。さらに,「～ノーンをクリアーしたし、Jや r～をやつてみたし、」などの思いをもたせたし、

細 Эく4コロ

ー

>
単元のはじめに 実際に感じたまま動いてみることで体を動力■■地よさを味わわせる。次にいくつ力つ動きを組み合わせて

遊ぶことヽ 動きへの興味を高める。はじめの動きと比べて動きが変わつたことを感じさせるために,動画を見たり相互評価

を通してクリアーしたゾーンにシ‐ルを貼つたりする。
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イ)「見通す力」の修正について

表 6は,4つの力「見通す力」の修正内容とその

意図を示したものである。        ″

はじめに大枠を作成しておいて,本単元の具体的

な活動をイメージするようにしていた。そして,活
動に取り組む子どもたちの心の動きを採りながら,

見通すということと,それを具現化するとはこうい

うことであろう,と いうように検討して内容の精選

を行つていることがうかがえた。

ウ)「迫究する力Jの停正について

表 7は,4つの力「追究する力」の修正内容とそ

の意図を示したものである。

追究する力を発揮させる場面では,練習する場面

としての捉えからはじまつていた。しかし,体つく

り運動においては,追究する場面が明確にイメージ

できなかつたことから,その後の単元の変更につな

がつている。もともとの体つくり運動の心地よさを

味わうところに,動きの高まりをカロえ,さ らに練習

もさせていくというところで,多くのことが集中し

すぎて,場面のイメージが固まらなかつたところで

迷いが生じていた。 3回目の修正の段階では,いつ

たん自紙に戻して考え直すことになつている。この

部分についての内容を整理することが困難であつた

ため,他の同僚の先生への説明も出来なかつたこと

も合わせて,単元の変更につながっていたと考えら

れた。

工)r表現する力Jの修正について

表 8は, 4つの力「表現する力」の修正内容とそ

の意図を示したものである。

はじめに仲間に伝えることや発表するというよう

にとらえ,単元おわりに他クラスの仲間を招待する

ことで:表現する力を発揮する場面をつくろうと考

えていた。そこから, 2回 目3回目の修正では,何
をどのように表現していけばよいのかということを

具体的に示そうとしていた。

オ)「4つの力Jの内容に関わる修正について

4つの力の内容に関わつては,1回 目の記述には,

一般的な体青科としての押さえるべき内容を置くこ

とがされていることが共通していた。そして,それ

表6 4つの力「見通す力Jの修正内書とそのな図(いきものワールドで楽しもう)

1同 じようですれ 課題をうかんでそれを解決するつていうようなことが,見通す力が高まったと考えられると思うん
|

|ですが,自分がどんな遊びをするヽ 工夫するっていうのが 2番目の最後の方に書いて,課題をつかませて解決に持
|

|つ
ていくような子ども

～

ちの心の動きはこういうふうかなあと思いますt3番と4番は本当にくどい書き方,他との
|

1重なりを考えて4番スッキリするつていうようになつていると思いますЪ 2番3番と考えていることにそんなに変わ
|

|_2■生 Wや 騨 ■ ____二 _____L__… …ご___」___… ………… ……■___… …」

く1回目の学習指導案>
生き物の動きや運動遊びの仕方を知り, 自分がより遠く (よ り高く より遠く より楽しくする)こ とをねらいとし, 簡単な

修正CK錮目の学目指導素>
生き物の動きや遊びの仕方を知り:自分がより遠く (よ り高く より遠く より楽しくする)こ とをねらいとする。そこで,

速さ。リズム・方向などを変えて,生き物の動きにつながる通う,走る,眺ぶなどから3つの条件を取り入れたノーンで,自

分たちができそうな遊び方を決める。それぞれのゾーンには,rァザラシゾーン」「ベンギンゾーン」「クサギゾーン」rヵ ンガ

ルーゾーンJ「チータープーイ rダンゴムシノー均 財 セエビゾーン」「フニゾーン」がある。それぞれのゾーンを楽しんで

●IEOK3E目 OH― >
生き物の動きをしてみるという活動をすることヽ 興味や懐たが高まると同時に動きをイメ=ジしやすくなる。rァザラシゾー

ンJ「ベンギンゾ…И 「ウサギノー均 「カンガルーゾーンJ「チーターゾー均 rダンゴムシゾー均 財セエピゾー均 「ワニ

ゾー均 を設ける。それらは,遺う,走る,跳ぶなどの動きが力
"わ

つて成り立つ遊びのゾーンである。速さ・リズム・方向

などを変えるようにすると課題が見えてくる。その後,自分たちができそうな勲き方や遊び方を決める。それぞれのノーンを

¨ 目

―

>
いくつ力つ 生き物の動きを― きるゾーンとして

'ア

ザラシゾー4 「ベンギンソー均 LウサギノーンJ「力をンガルーノー

И 「チーターゾー4 「ダンゴムシゾーИ 「イセエビゾーンJrフ=ゾーンJを設ける。それらは,逍う,走る,跳ふなどの

多様な動きがか力わ つているノーンである。速さ・ リズム・ 方向などを変えるようにすると,課題が見えてくる。それぞれの

llXl
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豪7 4つの力『迫究する力Jの修正内容とその意図(いきものワールドで楽しもう)

く1回目け 麟 >
どのようにすれば生き物の体の動かし方に近づけるの力考 えて練習する。

●IEOく 2回目OIE― >
どのようにすれば生き物の体の動かし方に近づけるのか考えて活動する。どんな動きをすればよい力考 えて練習し,ある程度

の動きや遊び方が決まつたら,動画を撮影し,おもしろレ勁 きになっているかを考えさせる。そして,その職 ,動き―
方を修正していく。また,いくつ力つ動きや遊びを組み合わせることで,新しい遊び方を考えるようにする。

追究っていうのは, 1番自分の中―
を扱うところで難しかつたんですよ。課題をつ力ん でどうやってやったらら

て,他の教科だと調べたりとかもつとこうなるんじゃないかとかいろいろ考える場面つていうのがあるんですけど,

ただ楽しんだだけになってしまうんじゃないれ つていうところで見通せなくなったというところがこの追究だと思

うんです、この教材がポシャつたのは,この追究する場面が明確じゃなかつた,特日潔目設定,子どもはどういうふ

うに課題をもつてそれに取り組んでいくかつていう, 1番大事な具体的な場面だと思うんですよ。思考力と力判 断力

と力壊現力とかっていうものを, 1番使っていく場面だと思うんですよれ 力が高まっていく,ちょうとここの見通

しがあまかつたつていうことです。結局,体育つていつたら,場の設定をさせる場面で,そ こは3番に多少は書力れ

ている,けれどもこれだけで本当に追究になるのかなあ,つていうようなところが3番で,まあいちおう場の設定だ

けでは,課題をつかんヽ それを深く追究していく姿にはならないよっていうように考えたのが,ここt

BIOく 3回目― ― >
はじめは, うごくことを楽しむだけであつたが,上手な子の動き方や本物の生き物の姿を見ることで,「 どうやって動けばあん

な動きになるだろう。Jと いう思いをもち,興味が高まると考える。また,その生き物が住んでいる環境や状況などを想起させ

ると新し,瑾き方や遊びを考えるようになる。器械・器具の組み合わせ方や動き方を変えたりする活動では,グループで取り

組ませる。「もつと低く動きたし、J「もつと高く遠くに跳びたし、Jなどの課題を話し合つたり動きを互いに見合つたりし,は

じめの動きから変わつたということを実感させていく。

思考と力湘断と力、 体育だと4観点あって,2番目に考え方っていうのが入つていますよれ その考え方つていうの
|

は,体青科つていうのはな力織 か評価しづらし部 分があるじやないです力、 善段の授業でも学びあいとかっていって
|

作戦ボードに作鴨書いたり,場の設定というところでどういう場だったらばもう少し自分の動きを高められるの力、 |
線習する場を選んだりと力、 そういうようなところを追究するつていうことにつなげていくために,本当は必要だと

|

思うんですけど,場が最初に段定されていて,練習する場と自分が楽しむ場とそれな書興する場とすべてがひとつの
|

場所にとどまっちゃうんじゃないか,って考えて,あれつて考えたのが4番が自紙になったのかなれ 結局,練習す
|

る場がキックベースにltrけ られていましたよれ で,それを選択したりとれ 子どもたちがどこで動きを高めるか
|

つていうような明確な場面があるじゃないです力、 子どもに明確じゃないです力、 なので,4番が自紙になつてしま
|

つたと思いま丸                   _… ……………………………………………………――」

修転 個 目囃 臨 >

ぞれの4つの力についての検討を行い,扱 う単元の   た。

内容に基づいて,具体的な活動をイメージしていく

ような思考を展開させていたと考えられた。これは,   0本 単元における豊かな学び

3つの資質の修正に関する思考と同じ流れであると    表 9は,本単元における豊かな学びの修正内容と

考えられた。同様に,4つの力個々の内容について   その意図を示したものである。

の検討は進められているものの,それらの内容が連    はじめは,多様な体の動かし方に触れるという内

係しあつていくような記述や修正意図は見受けられ   容が示されているが, 3つの資質や4つの力につい

なかつた。これらのことより,研究内容をひとつず   て検討を進めて理解しようとしてきたことに基づい

つ検討していくことで自分の意議の中へ落とし込ん   て修正が行われていることが読み取れる。大きく変

でいく作業がひとまず必要であることが考えられ   容しているのは,動きに触れるだけでなく,おもし
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く1回目の学暇相諄案>
自分のできている点,少 し頑張ればできそうな点について仲間に伝えたり,仲間と仲良く練習や発表をしたりする。自分が理

想とする生き物の動きに近づいたことや進歩したことについて運動や斃言で舞九

修正①く銅 目申 撃 >
自分のできている点,少し頑張ればできそうなホについて仲間に伝えたり,仲間と仲良く練習や発表をしたりする。自分が理

想とする生き物の動きに近づいたことや進歩したことについて体を実際に動かしたり,発言したりする。終わりには,「 2の 2

いきものワール ド」で2の 1の伸間を招待する。自分たちがつくった遊びを紹介したり,手本をして見せたりする。その場で

は,自分がつくつF_mきや遊びの楽しさを伝えていくことができる。

自分の動きが変わるつていうところが,有能さを高めるための具体的な手立てがこの表現する力になるのかなあ,自

分の動きが変わつたという実感がもてれば有能きが高まる。そういうようなところを表舞する力にもつていつて,自

分が学んだこととか課題をもつて取り組んだことが表現する力にあらわれればいいなあと考えて,3番目のところに

はそういうことを書力せ ていただいたということt

●IoKaコロの学目指導案>
自分たちで考えた遊ぴ嵯グループ同士で互いに紹介し合う。動き方や避び方を伝えようとすると体の動かし方の工夫やこつを

話せるようになる。仲間に話したり,相互に評価したりし合う中ヽ 自分の動きが変わうたという実感をもてる子が出てくる:

終わりに注 r2の 2いきものワール 陶 で2の 1の仲蘭を招待する。自分たちがつくつた動き方や遊び方を紹介したり,手本

をして見せたりする。その場では,自分がつくった動き方や遊び方の楽しさを伝えていくことができる。

●IOく 4回目疇 >

仲間と共に話し合い,自分のできている点,少し頑猥ればできそうな点について仲間に伝えたり,仲間と伸良く株習や発表を

したりする。自分のイメージに近づいたことや進歩したことについて体を実際に動かしたり発書したりし,自分の動きが変容

した喜びを実感させる。また,自分のグループの動き方や遊び方を他の

「
― スこ紹介し,実際にやってもらう。終わりには,

「2の 2いきものフ‐ル陶 で2の 1の伸間を招待する。自分たちがつくつた動き方や遊び方を紹介したり,手本をして見せ

たりする。その場では 自分がつくつた動き方や遊び方の楽しきを伝えていくことができる。

表8 4つの力「表現する力Jの修正内春とその意図(ι雛ものワール随 楽しもう)

表9「本単元における豊かな学び」の修正内書とその意日(いきものワールドで楽しもう)

1訂8:霧 鳥r結 翼 lltlttξ ,力∬ 胤 驚 亀理 競 築 色鑑 縫:;期 1:i
l自 分の体の部位の使い方や動かし方を知ったりすることで,多様な体の動かし方について触れることができる,

:と い うところから,やはり先ほどの資質や力のところでも変化されているように,自分の動きの変容を実感す

:る , というようにして変わつていつているのは,やはりそういうところを受けてつながっていると捉えてもい

く1回日の学冒指導案>
自分の知つている生き物の動きを運動に取り入れたり,自分の体の部位の使い方や動かし方を知ったりすることt多 様な体

の動かし方について触れることができる。

如 靱 目― ― >
生き物の面白い動きを取り入れて遊び方を

=夫
することで,

るときにその動きや遊び方を取り入れようとす

僣国に(Dく3=4回目の畔署樹麟脚風>
はじめに rぃきものワールドJを回りながら,

工夫したり,仲間と一緒に各ゾーンを回つたり

どんな動きをしたらよいカイ メージをもつて楽しL次 に,動き方や遊び方を

し,おもしろい動きを体感する。自分の動きが変わったことを実感し,さ らに
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ろい動きを体感 し,自 分の動きが変わつていくこと

を実感するというようになつていた。

⑤授彙構想の思考の流れ

4回目までの学習指導案は,「体つくり運動」の

単元で展開されていた。

本来なら,体青科としての単元構想 (プラン)を
構築していけばよいのであるが,附属学校としての

研究内容をふまえなくてはいけない。

まず,体育科という教科の本質から捉えた内容を

置く。次に,研究内容の理解をする。その理解に基

づいて,も う一度内容の検討を行 う。そして,具体

的な活動をイメージする。その活動を通して子ども

がどのような意識をもつのかを予測して,活動内容

の精選を行 う。このような流れで学習指導案の修正

が展開されていたと考えられた。

しかし,研究内容を通すということは,体育科で

の具現の説明が必要となり,その部分での難しさが

考えられた。

(2)単元の壼更の段階

4回 目の学習指導案までは,「体つくり運動」の

単元での授業構想を進めてきた。 しかし,下記に示

したインタビューの内容に見られるように,研究内

容を通して,体育科での具現として説明していくこ

とに行き詰まり扱 う単元の変更を行 うこととなっ

た。

:そ うですね,1番最初のところに戻るのですけども,

1本校の体育科の軸というのは,体育科で身に付けさ

|せる力とかではなくて,その教科の本質つていうも

|のがあつて,その本質を考えさせることで,子 ども

:たちが豊かな学びを実践するとい うような太い軸が

|あるというところに気づかされたつていうことで丸

|ひとつめ,前のいきものワール ドについても本質は,

|それは体に必要な動きつていう体つくり運動を必要

|の充足というような文化価値をもつているものです

|け ども,そ こが自分の中で 1本筋の通るものに奮ら

|な
かったというのが,迷いの原因ですかね。単元の

1構
成にかかわつてくる・・ 。今回 1本出来たんです

|け
どね略まあ,キ ッタベースの場合は,競争ですね。

1競争 というところが,子 どもたちが体育科の本質で

|あるものをみつけたことで,動きが変わつちゃう,

|っ てい うようなところ,学びを獲得するような流れ

|が脈絡とあるというのが,そ ういうような教材を選

|んだ方が,自 分としても説明しやすいし分かりやす

|いなあと。単元の構成まで考えられたっていうこと

|_貧e…… … __… … … …一 一 一 一

(3)研究内書の理解を土台に単元構想に取り組む段薦

学習指導案の4回 目までは「いきものワール ドで

楽しもう」という単元で構想が進んでいったが,研
究内容を体青科としての体つくり運動での具現化を

明確にイメージできなかったことから, 5回 目から

は「キックベースボール」へと単元め変更を行つて

いた。「いきものワール ドで楽 しもう」の単元構想

の際には,研究内容についての検討がなされてはい

たものの内容間の関わ りについては見られなかつ

た。 しかし,ひとつひとつの内容をていねいに検討

していつたことから,十分ではないが,それぞれの

内容についての理解を深めていったものと考えられ

た。扱 う単元を「キックベースポール」として,単
元の構想が展開されるようになったため,その修正

として,「いきものワール ドで楽しもう」の単元構

想時と変化している部分について考察を加えること

とした。

表10は ,「関係性」の発揮に関わる修正とその意

図を示したものである。関係性を発揮させる部分の

修正であるが,「 いきものワール ドで楽しもう」の

単元構想では,迫究することがうまく説明できない

という状態であつたが,キ ックベースボールの単元

においては,関係性の発揮という部分で,追究する

ことを提えつつ,動きの高まりにともなつて有能さ

も高まるというように,発揮させる力のつながりを

意識 しての検討ができていることがうかがえた。こ

のことは,「生き物ワール ドで楽しもう」単元の構

想時に研究内容を理解することを試みていたが,そ
れぞれの資質や力は,ま だそれぞれ個々のものとな

うていた。それが,検討していくうちに,内容の理

解が進むことで,他の資質や力とのつながりを検討

するまで探まつていたことを意味していると考えら

れた。

表Hは,感じる力から追究する力への変換を示し

たものである。はじめは,感じる力の部分に示して

いた内容を追究する力の部分へ変更していた。感じ

ることは,自 分の課題を実感することと捉え,迫究

することを主軸に提えたことによって記述する位置

の変更を行つていた。このことは,表Hについての

考察で,資質や力のつながりを意識 しながら検討で

きるようになつてきていたと述べたように,検討内

容の深まりを意味していると考えられた。

表12は ,本単元における豊かな学びの修正とその

意図を示したものである:

「生き物ワール ドで楽しもう」の単元で構想を進

めていた際には,附属学校の研究内容のほうに検討

する主軸が傾けられていたが,「キックベースボー

ル]の単元構想では,研究内容をフィルターにしな

がら,も う一度体育科としての本質を捉え直そうと

いう思考が働いていたことがうかがえた。
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グループで考えた簡単な作戦をグームで生かせた時

タループで選んだ諫習で身についた動きがゲームで生かせた時

修正②く7回目の学目指導凛>
リーグ線を設定すると,相手チームより多く得点を挙げようという思いが高まり, グループで簡単な作戦を立てたり,

したりするようにな

豪10『関係性」の発揮に関わる修正とその意目(キッタベースポール)

思考力とか,先ほど言つた追究するつていつたところが弱かつたんですよれ 以前は。なので,その追究する

つていうところを主軸にとらえて,ゲームの中で生かすんだったらば,簡単な作戦立てること,特に競争です

からね,今回攻防つていつて,捕ればアウトですよね。で,捕られなければセーフになる,つていうようなと

ころもあるんですよれ そういうような相手との戦いとか競争を提示するというところで作戦つていうのがあ

るかなあと思つていたんですけど,でも,実際は動きを高めなければいけないんですよね。で,その動きが高

まったことが実感できれば有能さが高まるんですよれ なので,動きに関係することで,やつばりいちばん大

事になるのは,練目の場だろうなと,その場を工夫させることで,追究する力も高まるし,動きが高まって有

出さも高まるつて考えれば,練習というところが大事になるかなあ。 1番最初は,作戦ぐらいだったのが,次

が練習で,融合させないと両者が身に付いていかないんじゃないかと考えて, 7番目の指導案ですかね,両方

を融合させていつたということですよれ               _… ………………………………‐」

表11 感じる力から追究するカヘの奏換(キックベースボール)

まあ,き つと感 じるつてい うようなところは,自 分の課題 を実感するつていうことで,現状を考えるのは子
|

どもじゃなくて償だから,感 じるのところには書かないのかなあと,特にその先ほど言うた追究というところ :

が大事だつたら,動きを高め /● ところで,追究する場面だ と思 うんですけども,そ ういつたところで追究の I

場面に主軸を,軸足を置きながらっけたい 力をつけていくような策をうとうかなあと思つて,追究のところ l

に入れたとい うことです。いちばん最初の単元と出会 うところが,子 どもがいちばん楽しければいいので,自 I

分ができないことを実感 してもしょうがないなあということで,そ こを追究の場面にしたと思います。魅力を |

感じさせればいちばん感じる力は高まるかなあ,で,そ ういうふうにしましたねぃ              :

く6回目の学目指導串>感じるカ

単元のはじめには,ボールより先に 1塁につくことができるかなどの「キックベースボールJの魅力を感じることがで

きるようにやさしいゲームを設定し,噛くに蹴れなかったけど,ボールより早く塁に調達したJなどの喜びを味わわせ

たし、 また,運動経験の不足で投力が低●颯 向にある子どもたちの現状から「ポールを塁に送つたけれど間に合わなか

ったが,ど うすればうまくなれるのかJなどの考えを多数もつ子がいると思われる。その場合においても,「できるよう

になりたいことJな ど考えを共有できる話し合いの場を設定し,捕る,投げることなどへの関心を高めるようにする。

また,単元の途中で,動きが変わつたことを実感させるために,「～さんが前より遠くに蹴れるようになつたJや「ねら

ことができたJなど仲間との相互評価を行っていく

1ロロのグームを行うと,運動経験の不足で投力が低●燎 向にある子どもたちの現状から「ポールを塁に送つたけれど

間に合わなかつたが,どうすればうまくなれるの力、などの考えを多数もつ子がいると思われる。その場合においても,

「できるようになりたいことJな ど考えを共有できる話し合いの場を設定し,捕る,投げることなどへの関心を高めさ

せる。すると,捕る,投げるなどの工夫を考えるようになる。 2回 目のゲームまでに, 1回 日の振り返りを生かし,自

分に必要な蹴り方や守り方の線雷を選ばせ,動きの高まりを実感できるようにし,課題をもつて次のグームに日ませる。

単元の後半にゲームの楽しさを広げていく段階では,リ ーグ戦を行うことで,グル‐プで練習を選ばせ,蹴る,捕る,

の動きがよりいつそ う高まると考え
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く5回 目の学冒指導案>
はじめに簡単なゲームでボールか走者かどちらが先に塁に到達するかという攻防を楽しみ,「キックベースポールJへの

関心を高める。次に,「 どうしたら先に塁までつけるのかJな どの課題をもち,蹴る,捕る,投げる,走るなどが上手に

できるようになりたいという思いをもつ。そして,グループで練習方法を工夫 し,動きの変容を実感 しながらゲームに

取 り組む。 さらに,ルールや遊び方を話し合つたり, 日常生活でポールを使つた遊びをすることで運動に親しみ,健康

な生活を送ろうとす

修正①く0回目の学習指導案>
はじめに簡単なゲームでボールか走者かどちらが先に塁に到達するかという攻防を楽しみ,「キックベースボール」への

関心を高める。次に,「 どうしたら先に塁までつけるのかJな どの課題をもち,蹴る,捕る,投げる,走るなどが上手に

できるようになりたいという思いをもつ。そして,必要な練習を取り入れ,動きの変容を実感しながらゲームに取り組

修正②く7回目の学ヨ指導案>
はじめに簡単なゲームでポールか走者かどちらが先に塁に到違するかという攻防を楽しみ,「キックベースポールJへの

関心を高める。次に,「 どうしたら先に塁までつけるのかJな どの際題をもち,蹴る,捕る,投げる,走るなどが上手に

できるようになりたいという思いをもつ。グループで相手と得点を競い合い,ゲームの楽しみを味わう。そして,必要

り入れ,動きの変容を実感しながらゲームに取り

表12 本単元における豊かな学びの修正とその意口〈キックベースボ…ル〉

|こ れやつばりいろんな先生に話を聞くと,擦習だけじやないかとか,動きを高めるための練習だけじやないか

|と 思つたんですけども,競争する場面つていうのが,どっかに必要だつたんですよね蟷 自分はその競争つてい

:う のが主眼におかれていて,プランを書いていつたんですよね,こ っち側で,そ この競争つてい うのは,自 分

Iの中であれつて思つて,消 しちゃつたんですよ。まあ,言われた通 り,あ―おかしいと思つて,やつばりここ

Iで競争入れたんです。やっばり体育っていうのは,教科の本質が必ず入 らなきゃいけないなつて思つて,あ ら

:ためて立ち返つたら,ま あ,両方だと,と いうことで,入れたというのが最後の 7番目の豊かな学びですかね,

|になつたということです。

思 考 の 流 れ 思 考 の 内 容

体 青 科 としての本 質 を捉 えた内容 の 設 定

附 属 学 校 としての 研 究 内容 の 理解

研 究 内容 の 理解 に伴 う学 習 活 動 の イメー ジ

イメージした学 習 活 動 を通 して導 き出され る
子 どもの意 線 の検 討

学 習 活 動 の 精 選

燿 々 の 研 究 内 容 の つ な が りを意 識 した
学 習 内 容 お よび 学 習 活 動 の 設 定

国3 磁 論の援棠構想時の思考プロセス

生
き
物
ワ
ー
ル
ド
で
楽
し
も
う

キ
ツ
ク
ベ
ー
ス
ポ
ー
ル

自 己 の 経 験 に

基 づ く思 考

に 取 り組 む 思 考

研 究 内 容 と

体 育 科 の 本 質 を
連 係 させ た 思 考
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(4)M教綸の授業構想時の思考プロセス

ここまで授業構想としての学習指導案の修正の個

々の内容とその意図について検討してきたことに基

づき,本研究で対象にした M教諭の授業構想の思

考は図 3に示すように展開されていたと考えられ

た。

単元構想のスター トは,自 己の経験に基づきそも

そもの体育科の本質を押さえた内容を置く。次に,

附属学校としての研究内容をひとつひとつていねい

に理解していくことに基づいて,学習活動としての

具現が可能かどうか検討を加えていく。この作業を

通して,ひとまず研究内容の理解を深めたことによ

り,その理解に基づいて学習内容や学習活動へ反映

させ,説明可能となった。そして,も う二度体育科

としての本質を提え直して学習内容や学習活動の精

選を行つていたと考えられた。

以上のような思考の流れの中で,附属学校の研究

内容の理解に取り組むことによって,子どもの意識

め部分には多くの検討が加えられながら授業構想が

進められていた。しかし,子どもの発達発育を考慮

した運動強度の確保や体力へのアプローチについて

の検討を十分に行うことができていない所に M教
諭の高藤があつたのではないだろうか。

Ⅳ まとめ

本研究では,附属学校赴任 1年目の体育教師を対

象として,授業構想としての学習償導案の作成過程

に着目し,指導案の修正内容と修正が行われていく

際の意図を分析することから,授業構想時の思考プ

ロセスを明らかにしようとした。

その結果,大きな枠組みとして附属学校の研究内

容にういての理解に取り組む段階での思考が展開さ

れ,続いて,研究内容の理解に基づいて学習活動等

をイメージしていく思考が展開されていることが明

らかとなった。研究内容の理解に取り組む段階では,

個々の研究内容をそれぞれて検討しながら,学習内

容や学習活動での具現可能性について思考が展開さ

れていた。次に,研究内容の理解に基づいて学習活

動等をイメージしていく思考の段階では,個々の研

究内容が連係されて検討が進み,学習内容や学習活

動へ反映されていた。

また,研究内容というフィルターを通して検討し

ていくことによつて,これまでの授業実践を通した

経験の中で捉えてきた体育科の本質を見直すことに

つながつている可能性も示唆された。

本研究においては,単元としての PDCAサイク

ルの P(授業構想)の段階に着日した思考の流れを

提えたものである。そのため,単元を通してのD(授

業実践)に基づいて,C(授業省察)A(授業改善)

の思考がどのように展開されていくのかについて迫

究していくことが必要である。そのためには,次の

ようなことに取りl■んでいかなくてはならない。ま

ず単元を見通す授業構想において,毎時間の授業構

想の内容を提えること。次に, 1単位時間に対する

授業構想と授業実践の内容に対し, どのように授業

省察と改善が行われていくのかを提えること。そし

て,次時への授業構想にどのように反映されていく

のかを提えること。これらの調査によって得られた

内容としてのひとつひとうの現象を丁寧に紐解き,

意味を解釈レていく手法での研究を進めていくこと

が今後の課題となろう。
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